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Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
開
発
本
部
の

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

研
究
統
括
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
柿
崎
隆
夫
教
授
が
、

本
学
に
転
身
し
た
の
は

２
０
１
０
年
。57
歳
の
時
だ
っ

た
。
そ
れ
以
前
の
実
績
を
振

り
返
る
と「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装

置
」「
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
」、
さ
ら
に
「
映
像
通
信
サ

ー
ビ
ス
事
業
」
の
研
究
開
発

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

ま
さ
に
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
と

の
橋
渡
し
を
担
う
、
常
に
時

代
の
最
先
端
を
突
き
進
む
企

業
戦
士
だ
っ
た
。

３
本
柱
の
研
究
テ
ー
マ

　
「
機
械
工
学
科　

サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
ス
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
」︱︱

。こ
こ
が
現

在
の
柿
崎
教
授
の
活
動
拠
点

だ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

（sustainable

）
と
は
「
持
続

可
能
で
あ
る
さ
ま
」を
表
す
。

で
は
、
そ
の
指
標
と
な
る
も

の
は
…
。
従
来
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
例
と
し
て
は
、環
境
、経

済
、
そ
し
て
社
会
の
３
要
素

が
主
要
な
指
標
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
よ
り
定
量

的
な
尺
度
が
設
け
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
と
い
う
。「
た

だ
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
も

確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。従
っ
て
、大
局
的
な
視

野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
と

も
に
、
我
々
と
し
て
は
一
つ

で
も
有
益
な
実
例
を
積
み
重

ね
工
学
的
手
法
を
編
み
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

か
つ
て
米
国
や
欧
州
が
他

国
に
先
駆
け
て
環
境
汚
染
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
枯
渇
問
題
を
取

り
上
げ
、
社
会
的
な
運
動
に

ま
で
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、

い
ま
や
我
が
国
が
率
先
し
て

高
齢
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地

方
の
行
く
末
な
ど
の
問
題
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
振
り
返
っ
て
、
工
学

部
が
掲
げ
て
い
る
〝
ロ
ハ
ス

の
工
学
〟
、
す
な
わ
ち
「
人

類
と
地
球
と
が
共
存
共
栄
で

き
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
追
求
」
も
、
実
は

そ
れ
ら
の
問
題
克
服
に
向
け

た
取
り
組
み
と
歩
を
一
に
す

る
。
工
学
研
究
所
次
長
で
も

あ
る
柿
崎
教
授
は
現
在
、
そ

の
統
括
・
推
進
役
と
し

て
粉
骨
砕
身
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
ら
の
…
」
と

述
べ
た
通
り
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
の
構

築
の
た
め
に
掲
げ
て
い

る
研
究
テ
ー
マ
は
一
つ

で
は
な
い
。
チ
ー
ム
で

は
「『
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
』

『
人
間
の
動
作
分
析
』『
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
』
を

３
本
柱
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

武
藤
伸
洋
教
授
と
遠
藤
央
助

教
、
そ
し
て
小
熊
正
人
特
任

教
授
と
い
う
専
門
家
を
中
心

に
全
方
位
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
い
う
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

　

ま
ず
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
に

関
わ
る
研
究
で
は
セ
ン
シ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

Ｉ
Ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
駆
使
し
、
湖
沼

や
住
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
家
庭
で
の
生
活
支
援
を

目
的
と
し
た
ケ
ア
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
に
つ
い
て
も
研
究
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
次
に

「
人
間
の
動
作
分
析
」
に
関

わ
る
研
究
で
は
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
を
ベ
ー
ス
に
セ
ン
シ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使

し
、
機
械
と
人
間
の
相
互
作

用
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
技

術
開
発
を
進
め
て
い
る
。
例

え
ば
、
医
療
ミ
ス
と
い
う
の

は
、
い
わ
ゆ
る
本
人
が
意
図

し
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
だ

が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
人
間

の
動
作
パ
タ
ー
ン
を
解
析
し

危
機
管
理
、
そ
し
て
臨
床
工

学
技
士
教
育
を
も
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
研
究
だ
。

　

さ
ら
に
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
」
の
研
究
に
お

い
て
は
、
従
来
の
工
法
よ
り

浅
い
浅
部
地
中
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
（
地
表
か
ら
５
～
20
㍍

の
浅
い
地
下
土
壌
の
熱
を
利

用
）
を
導
入
し
、
地
中
熱
交

換
器
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
そ
し

て
宅
内
機
器
ま
で
を
統
合
的

に
開
発
、
低
価
格
の
地
中
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。

「
東
日
本
大
震
災
以
降
、

福
島
県
で
は
多
く
の
新
し
い

産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
に
採
択
さ
れ
た
文
科

省
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
そ
の

一
つ
。
３
本
柱
に
共
通
の
課

題
は
、
ロ
ハ
ス
の
工
学
を
ベ

ー
ス
に
各
分
野
の
研
究
を
連

携
さ
せ
、
持
続
可
能
な
社
会

に
役
立
つ
技
術
や
成
果
に
結

び
つ
け
て
い
く
こ
と
で

す
」。
企
業
で
磨
き
上
げ
ら

れ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
感
覚
と

飽
く
な
き
探
求
心
と
を
併
せ

持
つ
柿
崎
教
授
に
か
か
る
期

待
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
く
る
。

音
楽
療
法
は
、
音
楽
の
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
を
使

い
、
心
身
障
害
の
回
復
や
生

活
の
質
向
上
な
ど
を
目
指

す
。
𡈽
野
研
治
教
授
は
、
障

害
児
を
対
象
に
学
部
内
で
音

楽
療
法
を
施
し
な
が
ら
、
将

来
音
楽
療
法
士
を
希
望
す
る

学
生
を
指
導
し
て
い
る
。
地

方
の
ビ
ハ
ー
ラ
（
仏
教
的
ホ

ス
ピ
ス
）
で
演
奏
を
披
露
し

た
り
、
バ
リ
ト
ン
歌
手
と
し

て
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
こ
と

も
。
世
界
の
音
楽
療
法
士
が

日
本
に
大
集
合
す
る
、
今
年

７
月
の
世
界
音
楽
療
法
士
大

会
で
は
講
演
も
す
る
。

療
法
の
構
造
を
明
確
に

𡈽
野
教
授
に
よ
る
と
、
障

害
児
の
音
楽
療
法
は
「
音
楽

を
介
し
て
障
害
児
の
抱
え
る

社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
軽
減
さ
せ
、
少
し
で
も
社

会
生
活
が
営
み
や
す
く
な
る

よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
。

音
楽
療
法
の
治
療
構
造
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
、
ま
ず
音
楽
療
法
士
が

依
頼
者
・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト（
音

楽
療
法
を
受
け
る
人
）
の
障

害
・
家
族
構
成
・
生
育
歴
・

発
達
の
状
況
・
音
の
好
み
な

ど
を
把
握
し
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
状
態
像
を
的
確
に
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
音
楽
療
法
の
目

標
を
設
定
し
、
保
護
者
に
も

確
認
す
る
。
音
楽
療
法
セ
ッ

シ
ョ
ン
（
音
楽
活
動
）
で
の

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
様
子
を
詳

細
に
記
録
し
、
行
動
の
変
容

な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
や
行
動

の
意
味
を
保
護
者
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
。
自
ら
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
、
整

理
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
い
う
。

子
ど
も
に
合
っ
た
音

実
際
の
音
楽
療
法
は
現
在

毎
週
１
回
、
学
部
内
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
、
学
生
と

共
に
行
わ
れ
る
。
対
象
は
身

体
障
害
や
発
達
障
害
を
抱
え

る
子
ど
も
４
人
。
保
護
者
に

連
れ
ら
れ
、
代
わ
る
代
わ
る

や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に

対
し
、
𡈽
野
教
授
は
表
情
や

仕
草
な
ど
を
よ
く
観

察
し
た
上
で
、
子
ど

も
に
合
っ
た
音
や
音

楽
を
提
供
す
る
。

音
は
自
ら
の
声
、

歌
、
楽
器
な
ど
。
特

に
声
を
使
う
際
は
、

子
ど
も
を
不
安
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
ど
の

よ
う
な
ト
ー
ン
や
ピ

ッ
チ
に
す
る
か
を
き

ち
ん
と
考
え
る
。
歌

や
楽
器
は
既
成
曲
を
使
う
こ

と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
考

え
て
即
興
音
楽
で
行
う
こ
と

も
多
い
。
時
間
は
１
人
に
対

し
40
～
45
分
間
。
終
了
後
は

毎
回
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
を

振
り
返
り
、
新
た
な
課
題
を

探
し
て
次
に
生
か
す
。

障
害
児
と
は
別
に
毎
週
１

回
、
都
内
の
高
齢
者
施
設
へ

音
楽
療
法
士
で
あ
る
講
師
と

学
生
を
派
遣
し
、
身
体
障
害

や
認
知
症
の
お
年
寄
り
に
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
施
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
続
け
る
中

で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
認

知
、
身
体
運
動
、
情
緒
、
対

人
関
係
が
統
合
さ
れ
組
織
化

さ
れ
る
。
外
界
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
自
己
表
出
し
て

い
る
の
か
を
、
丁
寧
に
考
察

す
る
こ
と
が
発
達
促
進
に
つ

な
が
る
。
問
題
行
動
も
、
そ

の
意
味
を
し
っ
か
り
と
検
討

す
る
。

𡈽
野
教
授
は
こ
う
し
た
事

例
研
究
を
積
み
重
ね
て
、
音

楽
療
法
の
新
し
い
可
能
性
を

切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

出
会
い
が
重
要

𡈽
野
教
授
は
本
来
、
国
立

音
楽
大
学
を
卒
業
し
た
バ
リ

ト
ン
歌
手
。
幼
い
頃
か
ら
音

楽
が
好
き
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
児
童

合
唱
団
に
も
在
籍
し
た
。
今

で
も
呼
吸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

欠
か
さ
な
い
。
こ
れ
は
「
音

楽
療
法
は
音
と
の
出
会
い
が

と
て
も
重
要
。
ア
ル
ヴ
ァ
ン

の
言
葉
で
あ
る
、
音
楽
療
法

士
は
、
プ
ロ
の
音
楽
家
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」た
め
だ
。

２
カ
月
に
１
度
は
、
新
潟

県
長
岡
市
の
長
岡
西
病
院
に

あ
る
ビ
ハ
ー
ラ
の
音
楽
会
へ

も
出
向
く
。
末
期
患
者
の
心

理
的
ケ
ア
を
す
る
臨
床
宗
教

師
ら
が
同
席
す
る
中
、
音
楽

療
法
士
で
あ
り
声
楽
家
と
し

て
、
患
者
ら
と
一
緒
に
歌
謡

曲
や
唱
歌
な
ど
を
歌
う
。
患

者
や
家
族
の
反
応
を
つ
ぶ
さ

に
観
察
し
、
会
話
を
交
わ

し
、
研
究
に
反
映
さ
せ
る
。

今
年
７
月
４
～
８
日
、
つ

く
ば
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

れ
る
日
本
初
の
「
第
15
回
世

界
音
楽
療
法
大
会
」
で
、
𡈽

野
教
授
は
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
で

「
宇
佐
川
理
論
に
基
づ
い
た

発
達
障
が
い
児
の
た
め
の
音

楽
療
法
︱
日
本
で
発
展
し
体

系
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

︱
」
と
の
演
題
で
講
演
す
る

予
定
だ
。

圡野 研治 教授

柿崎 隆夫 教授

芸術学部

工学部

障害児の音楽療法を実践

つちの・けんじ
昭和５３年国立音楽大声楽科卒。同年より埼玉県内の特別支援学校に音楽教諭と
して２３年間勤務し、障害児の音楽指導や音楽療法の実践研究を行う。その業績
に対し、第２回音楽教育振興賞、下總晥一音楽賞等を受賞。その後、昭和音楽大
助教授などを務め、平成１９年に本学芸術学部音楽学科准教授。２２年４月から同
教授。日本音楽療法学会常任理事。日本演奏連盟会員。認定音楽療法士。著書に
「心ひらくピアノ―自閉症児と音楽療法士との１４年」（春秋社）、「障害児の音楽
療法　声・身体・コミュニケーション」（春秋社）などがある。東京都出身。６１歳。

心身障害回復や生活の質向上目指す
事例研究で新しい可能性切り開く

サステナブルシステムの発信基地として

かきざき・たかお
昭和54年東北大大学院工学研究科博士課程前期
修了。同年日本電信電話公社（現NTT）入社。マサチ
ューセッツ工科大客員研究員、NTTヒューマンイン
タフェース研究所研究部長、NTT理事、同研究開発
部門R&D統括チーフプロデューサーなどを経て現
職。工学博士、本学工学部工学研究所次長。秋田県
出身。

“ロハスの工学”をベースに
持続可能な社会環境を構築

2015年9月、音楽学科音楽教育コースの合宿で（軽
井沢セミナーハウス）

2012年6月、リオデジャネイロで開催
された国連持続可能な開発会議「Rio
＋20」で基調講演を行う柿崎教授


